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研究成果の概要（和文）： 在宅療養支援診療所（以下、在支診と略す。）とは、居宅で療養する患者からの連
絡に24時間対応することができ、その求めに応じて24時間往診または訪問看護の提供や手配ができる診療所のこ
とである。
　本研究では、在支診の届出数に地域性があるのかを検証する。また、訪問看護ステーションにおける看取りの
実情について検証し、在支診と訪問看護ステーションの連携が在宅看取り数にどう影響するのかについての実証
分析も行う。

研究成果の概要（英文）： Clinic for home care support (hereinafter abbreviated as “home care 
clinic”) refers to a clinic that can be reached 24 hours from patients cared for at home. It is 
equipped with the ability to offer 24-hour visit and visiting nursing care.
 In the present study, whether the number of registered home care clinics is of regional nature has 
been examined. Moreover, the situation of hospice cares at home-visit nursing stations are also 
evaluated. This study aimed to perform empirical analysis on how cooperation between home care 
clinics and home-visit nursing stations will impact the number of hospice care provided at home.

研究分野： 経済学

キーワード： 看取り　在宅療養支援診療所　訪問看護ステーション

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では在支診の届出数の地域性を検証し、在支診における在宅看取り率に影響を与える要因は何かを探る
ことを目的とする。在支診における在宅看取り数と訪問診療、訪問看護等の合計回数の相関関係や、在支診があ
る地域における経済状況、他の医療機関の存在、訪問看護ステーションとの連携の取り方が在宅看取り数へ与え
る影響についても検証し、訪問看護ステーションにおける看取りの現状の実証分析も行う。
　これらを明らかにすることは、今後の制度、政策のあり方において、より有効な手立てを示すことを可能にす
るであろう。また、開示請求により入手した在支診のデータを分析することは独創性が高く、意義深いと考えて
いる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
在宅療養支援診療所（以下、在支診と略す。）とは、居宅で療養する患者からの連絡に 24 時間

対応することができ、その求めに応じて 24 時間往診または訪問看護の提供や手配ができ、緊急

時に入院できる病床を常に確保している診療所のことである。2006 年の診療報酬改定により新

設されたが、在支診には一般の診療所より高い診療報酬の点数が設定され、在支診としての届出

が促されるものとなっている。 

 この在支診が創設された背景の一つとして療養病床の再編がある。療養病床には、長期にわた

り療養を必要とする患者が入院しており、医療保険適用の療養病床（以下、医療療養病床と略す。）

と介護保険適用の療養病床（以下、介護療養病床と略す。）の２つがあるが、これらの療養病床

には、本来、入院の必要性がないのに社会的入院で入院している患者が存在したり、入院時にお

いて患者の医療の必要性よりも経済的インセンティブによって医療療養病床か介護療養病床か

が選択されているとの指摘があり、医療資源の配分において非効率であることが問題になって

いた。 

そこで、療養病床における医療費を抑制するため、2006 年に健康保険法等の一部改正が行わ

れ、療養病床の再編が決定した。具体的には 2011 年度末までに医療療養病床を 25 万床から 15

万床へ削減、13 万床ある介護療養病床は廃止され、介護療養病床の多くは介護老人保健施設に

移行させることとなったのである。この再編は、医療の必要性が高い患者には医療療養病床で医

療サービスを提供し、医療の必要性が低い患者には介護老人保健施設や居住系サービス、在宅な

どで適切な介護サービスを提供することを目的としている。しかしながら、当然、この再編によ

って多くの患者が行き場を失うこととなる。患者の家族の介護力も必要とされ、家族には仕事と

介護の両立が求められる。そしてその一方で、そうした患者の受け皿の一つとして在宅療養推進

を目的に創設されたのが在支診である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、まずは在支診の届出数に地域性があるのかを検証する。さらに、１年間の在宅看

取り数が０である在支診と、１年間に在宅看取りを行った在支診の属性の違いを明らかにし、在

支診として申請しながら在宅看取り数が０である在支診の実情はどうなっているのかを把握す

ることなどを目的とする。 

また、在支診以外に在宅療養を支える施設として訪問看護ステーションが存在する。看護師や

保健師、理学療法士などが所属し、在宅療養する人に対して訪問看護を行う目的で運営されてお

り、医師や関係機関と連携して在宅ケアをバックアップする施設である。ここでも、在宅看取り

が行われているが、訪問看護ステーションの機能と看取りの関連性を明らかにした研究は多く

はない。よって、本研究では訪問看護ステーションにおける看取りの実情についても検証し、在

支診と訪問看護ステーションの連携と在宅看取り数との関係性を探る。 
 
 
３．研究の方法 
 研究は、以下のステップに従って進めていく。 

（1）情報の開示請求 

 「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」に基づき、開示請求の手続きを行い、在支診

が地方厚生局に提出した①「在宅療養支援診療所に係る報告書」、②「在宅療養支援診療所に係

る届出受理医療機関名簿」③「在宅時医学総合管理料・特定施設入居時等医学総合管理料に係る



届出受理医療機関名簿」④「在宅末期医療総合診療料に係る届出受理医療機関名簿」を入手する。 

（2）在支診のデータ解析 

 ①～④のデータからは医療コードおよび医療機関名が把握できることから、まず、これらの情

報を用いて①～④をマッチングして個票データを作成し、在宅看取り率に影響を与える要因は

何かを探るための実証分析を行う。 

（3）訪問看護ステーションのデータ解析 

介護予防訪問看護、訪問看護、緊急時訪問看護を受けた人数や回数、ステーションの従事者と

して看護師、保健師、理学療法士などが何人いるかなどを用いて、それぞれが在宅看取りに影響

する度合いを検証する。 

（4）看取りのケース・スタディ 

在支診、人ホームやデイサービスセンター、訪問リハビリテーションなど運営する高齢者総合

ケアセンターにおいて、看取りに関する聞き取り調査を実施する。 

 
 
４．研究成果 

（1）「地域の在宅療養支援診療所数に影響を与える要因 ―都道府県データを用いた実証分析

―」 西本真弓、西田喜平次 

厚生労働統計協会、『厚生の指標』、2019 年４月 15 日、第 66 巻、第４号、pp.22-28 

 在支診数は、全国的に増加傾向にあるが、都道府県ベースでみると在支診数にはかなりの地域

差が生じている。本研究では、こうした地域差はどういう要因により生じるのかを明らかにする

ことを目的としている。 

分析に用いたデータはすべて 2010 年の都道府県データで、被説明変数には在支診数として高

齢者 10 万人当たりの在支診数を用いている。また説明変数として、在支診の地理的要因の一つ

である雪日数、経済的要因の一つである後期高齢者医療費、そして設置に関わる状況的要因とし

て一般病院数、一般診療所数、療養病床数、医師数、看護師・准看護師数を用い、最小二乗法で

推定を行った。 

分析の結果、以下のことが明らかになった。①雪日数が多い都道府県では在支診数が有意に少

なくなる傾向がある。②後期高齢者医療費が高い都道府県では在支診数が有意に多くなってい

る。③一般診療所数は在支診数に有意な正の影響を、療養病床数は有意な負の影響を及ぼす。④

医師数が多い都道府県では在支診数が有意に多くなる傾向がある。 

以上３点の結果より、まず、在支診数は雪日数が多い地域ほど少なくなる傾向があることがわ

かる。24 時間の往診や訪問看護が求められる在支診にとって、雪はスムーズな移動を妨げる要

因となり往診における労力がかかることが届け出を躊躇させる可能性がある。また、後期高齢者

医療費が高い都道府県では在支診数が有意に多くなっている。この結果から、高齢者の医療機関

での支払いが多い地域では経済的インセンティブが働き、在支診の届け出が促される傾向があ

ると考えられる。一般診療所数は在支診数に有意な正の影響があることが示されたが、一般診療

所が多い地域は、在支診として届け出を出せる診療所が多いことを意味しており、この結果は予

想どおりである。一方、療養病床数は有意な負の結果が示された。在支診と療養病床は対象患者

の属性がほぼ同じであることから、療養病床が多い地域では在支診の必要性が少なく、在支診と

して届け出をしない傾向があるという結果も予想どおりである。また、医師数が多い都道府県で

は在支診数が有意に多くなる。地域の医師数が少ない地域では、24 時間対応を可能にするほど

の医師数を確保できない可能性が高くなり、在支診の届け出を抑制することが考えられる。 

 



（2）「在支診における看取りは目的どおりに機能しているのか？―大阪府在支診の個票データ

によるアプローチ―」 西本真弓、村上雅俊 

阪南大学学会、『阪南論集 社会科学編』、2017 年３月 31 日、第 52 巻、第２号、pp.151-167 

本稿では、大阪府の在支診 1589 施設が 2011 年 7 月に地方厚生局に対して提出した「在宅療

養支援診療所に係る報告書」を集計し、在支診における在宅看取りの実情の把握を試みた。 

在支診の創設の目的の一つに在宅看取りがある。よって、在支診には、患者がある程度いて、

その患者のうちのある程度の人数を在宅で看取ることが期待されているが、果たしてこうした

期待通りに終末期医療が行われているのだろうか。集計した結果のうち、主なものは以下の通り

である。 

① 合計患者数が 0 名である在支診は 177 施設で大阪府の在支診の 7.4％にあたる。一方で、合

計患者数が 100 名を超える在支診が 134 施設あり、患者数は様々であった。 

② 在宅看取り 0 名の在支診は 905 施設で、大阪府の在支診の約 57％にあたる。また在宅看取

りが行われている在支診の約 3 分の 1 が在宅看取り数 1 名であった。 

③ 在宅看取りが行われている在支診の看取り率で最も多いのが 20％以上 40％未満で、40％以

上 60％未満、80％以上と続く。看取り率 80％以上の在支診は、在宅看取りが行われている在支

診に占める割合が約 2 割で、看取り率が 0 ％より多く 20％未満の在支診は，在宅看取りが行わ

れている施設に占める割合が 1 割弱であった。 

④ 看取り率の低い在支診より看取り率の高い在支診の方が訪問診療回数が少ない傾向がある。 

⑤ 合計患者数が多くなると死亡患者数も多くなる傾向があるが、一部、合計患者数に対して死

亡患者数が極端に少ない在支診が存在している。 

⑥ 死亡患者数が多くなると在宅看取り数も多くなる傾向がみてとれるが、一部、死亡患者数に

対して在宅看取り数が極端に少ない在支診の存在がみてとれる。 

⑦ 死亡患者数が多くなれば訪問診療回数は多くなる傾向がみられるが、訪問診療回数が多いほ

ど在宅看取り数が多くなるとはいえない。 

 

（3）「社会福祉法人が独自で取り組む介護予防事業の効果の検証」 田中俊之、西本真弓、杉原

圭祐 

公益財団法人 大阪ガスグループ福祉財団、『大阪ガスグループ福祉財団 調査・研究報告集』、

2019 年６月、第 32 号、pp.101-105 

本研究では、社会福祉法人聖徳会の運営する健康スタジオで提供している介護予防プログラ

ムが、参加者である松原市在住の高齢者の心身機能の維持向上や地域における諸活動に与えて

いる効果や影響を検証することを目的として、健康スタジオ参加者と参加していない地域住民

に調査を行った。調査方法は、松原市が実施したニーズ調査結果と比較ができるように、同じ内

容の調査をスタジオ参加者に 2017 年、2018 年の 2 回、松原市主催のイベント参加者に 2018 年

に実施した。結果として、明らかなスタジオプログラムとの相関は立証できなかったが、2017

年から 2018 年にかけてのスタジオ参加者の経年の変化を見たときに生活機能レベルや参加レ

ベルが維持向上していることや地域活動への意欲が高まっていること、一般高齢者と比較して

リスクが低い項目が多かったことからスタジオ参加による介護予防と協働の効果が寄与してい

ることが示唆された。 

 

（4）「オータムセミナー：あなたはどこで最期を迎えたいですか？ 病院それとも住み慣れた

我が家？ ―今、在宅療養支援診療所に求められていること」西本真弓 



2017 年 10 月 25 日、阪南大学あべのハルカスキャンパス（主催：阪南大学 科学研究費補助金

研究成果還元事業） 

本講座では、介護を受ける立場、介護をする立場、そして介護や医療についての政策をつくる

国の立場から、これからの未来において、どうすればみんなが安心して暮らせるのかをテーマに

話した。日本は、医療において世界に誇るべきレベルを実現している。しかし、その一方で莫大

な医療費が必要となっているのも事実である。国が終末期の医療費削減を目的に、病院から在宅

へと大きくかじをきった現状について話し、今後の医療、介護をどうしていくべきかについて講

演を行った。 
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